
人
間
に
敵
味
方
は
な
し

バ
ン
キ
ナ
ン
抑
留
所
　 

富
山
県
　
酒
井
弘
　 

―
酒
井
さ
ん
の
軍
歴
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

私
は
大
正
十
年
三
月
九
日
生
れ
、
昭
和
十
七
年
八
月
十
日
、

東
部
第
四
八
部
隊
（
富
山
）
に
教
育
召
集
で
入
隊
、
十
二
月
十

七
日
一
期
の
検
閲
、
同
月
二
十
一
日
門
司
出
帆
、
二
十
二
日
釜

山
上
陸
、
二
十
五
日
鮮
満
国
境
、
続
い
て
満
支
国
境
を
通
過
し
、

津
浦
線
経
由
南
京
着
で
、
二
十
七
日
第
五
十
兵
站
警
備
隊
（
栄

第
一
六
二
五
部
隊
）
編
入
、
十
八
年
五
月
一
日
保
定
幹
部
候
補

生
隊
入
隊
、
十
二
月
二
十
日
、
見
習
士
官
と
な
り
現
隊
復
帰（
鵄

兵
団
）
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
保
定
で
は
、
台
湾
軍
や
第
十
師

団
と
現
地
部
隊
の
候
補
生
が
入
隊
し
て
い
ま
し
た
。

十
九
年
三
月
二
十
日
、
第
二
十
五
軍
（
富
部
隊
）
司
令
部
へ

転
属
と
な
っ
た
が
、
四
月
ま
で
船
待
ち
の
た
め
上
海
の
第
十
三

軍
司
令
部
に
い
ま
し
た
。
し
か
し
結
局
船
が
出
な
い
た
め
、
四

月
十
日
頃
内
地
へ
帰
り
、
五
月
十
三
日
門
司
か
ら
任
地
へ
向
け

出
帆
し
ま
し
た
。

輸
送
船
は
「
阿
波
丸
」「
帝
亜
丸
」（
仏
）
な
ど
で
、
快
速
船

団
と
い
わ
れ
る
と
お
り
、
五
月
二
十
四
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
着
、

六
月
三
日
、
ス
マ
ト
ラ
の
パ
カ
ン
バ
ル
に
上
陸
し
、
七
月
一
日

任
官
し
て
第
二
十
五
軍
司
令
部
（
富
第
八
九
九
一
部
隊
）
附
き

と
な
り
ま
し
た
。
ブ
キ
チ
ン
で
一
週
間
集
合
教
育
を
受
け
、
第

四
師
団
（
淀
兵
団
）
佐
々
木
大
隊
光
安
中
隊
に
入
り
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
義
勇
軍
の
指
導
官
に
な
っ
た
の
で
す
。

九
月
中
旬
、
軍
抑
留
所
の
警
察
官
が
親
睦
行
為
（
利
敵
行
為
）

が
あ
る
と
い
う
の
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍
の
一
個
小
隊
が
警
察

と
交
替
し
て
、
警
備
に
つ
い
た
の
で
す
。

ス
マ
ト
ラ
の
軍
抑
留
所
は
バ
ン
キ
ナ
ン
と
い
う
大
き
な
町
に

あ
っ
て
、
軍
人
の
捕
虜
で
は
な
く
民
間
人
で
、
男
性
一
千
人
、

女
性
・
子
供
二
千
人
を
収
容
し
て
い
た
。
キ
ャ
ン
プ
は
Ａ
か
ら

Ｅ
ま
で
あ
っ
て
、
男
性
の
収
容
所
は
ゴ
ム
工
場
を
改
装
し
た
建

物
で
し
た
。
所
長
は
橋
本
中
尉
で
、
衛
生
兵
、
下
士
官
二
、
兵

三
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
兵
を
歩
■
と
し
て
い
た
。

バ
ン
キ
ナ
ン
は
、
パ
カ
ン
バ
ン
か
ら
六
十
七
キ
ロ
の
地
点
、



国
道
沿
い
に
あ
り
ま
し
た
。
十
九
年
に
は
第
四
師
団
の
淀
部
隊

が
移
動
し
た
の
で
、
リ
オ
防
衛
隊
が
改
編
さ
れ
重
松
大
佐
が
隊

長
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
混
成
部
隊
で
、
特
設
海
上
警
備
隊
と
か
、

義
勇
軍
を
強
化
す
る
と
か
で
、
日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
協
同
の
防

衛
隊
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
小
川
少
尉
が
ム
ハ
ラ
マ
へ
分
遣
し

道
路
警
備
、
私
は
橋
梁
警
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

混
成
部
隊
が
仲
々
ま
と
ま
ら
な
い
の
で
、
百
五
十
人
と
百
五

十
人
（
三
個
小
隊
編
成
）
と
に
分
け
る
の
で
、
畦
地
中
尉
の
隊

へ
行
っ
て
先
任
小
隊
長
と
な
っ
た
。

―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
義
勇
軍
教
育
の
こ
と
を
少
し
話
し
て
下
さ

い
。

先
に
申
し
た
淀
兵
団
の
佐
々
木
大
隊
、
光
安
中
隊
勤
務
の
こ

と
で
し
ょ
う
が
、
当
時
淀
兵
団
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
将
校
教
育

し
て
い
て
、
小
島
大
尉
が
教
官
と
な
り
、
集
合
教
育
を
し
て
い

た
の
で
す
。
そ
の
う
ち
光
安
隊
へ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
少
尉
三

名
が
来
た
。

私
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
将
校
と
、
日
本
語
教
育
、
体
操
、
各
個

教
練
な
ど
教
育
し
て
い
た
。
兵
の
素
質
は
体
力
が
乏
し
い
、
宗

教
的
な
慣
習
で
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
の
礼
拝
が
あ
る
た
め
普
通
の
日

は
五
～
六
回
（
西
方
に
向
い
）

、
金
曜
日
は
休
日
と
、
そ
の
習

慣
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
勤
務
に
は
差
し

支
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。

パ
カ
ン
バ
ン
の
三
野
大
尉
の
所
の
下
士
官
が
助
教
と
し
て
教

育
援
助
し
て
く
れ
た
。
十
九
年
の
十
月
か
ら
終
戦
の
二
十
年
八

月
十
五
～
十
六
日
ま
で
教
育
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

―
終
戦
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍
や
バ
ン
キ
ナ
ン
抑
留
所
で
は
ど

う
な
っ
た
の
で
す
か
、
主
客
転
倒
で
、
戦
犯
問
題
な
ど
を

含
め
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

終
戦
後
、
バ
ン
キ
ナ
ン
警
察
署
へ
い
っ
た
時
、
日
本
の
将
校

か
ら
、「
負
け
た
か
勝
っ
た
か
不
明
だ
が
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
」

と
聞
い
た
。
十
六
～
十
七
日
頃
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
特
務
機

関
（
茨
城
機
関
―
少
佐
が
長
）
の
人
た
ち
（
見
習
士
官
や
軍
属

三
人
程
い
た
）
が
逃
げ
て
来
た
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
を
連
れ
て
河

の
上
流
へ
の
ぼ
り
（
三
日
程
）
河
原
で
野
営
を
し
て
い
た
ら
、

そ
こ
へ
、
私
の
可
愛
が
っ
て
い
た
巡
査
が
来
て
、
小
林
少
佐
か

ら
「
帰
っ
て
来
い
」
と
い
う
伝
言
を
受
け
た
。
バ
ン
ケ
ダ
ン
の

警
察
へ
泊
ま
り
、
パ
カ
ン
バ
ン
へ
帰
っ
た
ら
、
防
衛
隊
の
小
林

少
佐
が
「
帰
れ
る
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
そ
こ
で
一
週
間
休
養



し
て
い
た
。
結
局
戦
犯
の
詮
索
さ
れ
ず
に
帰
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
す
。

私
が
抑
留
所
に
い
る
時
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
兵
と
抑
留
者
と
の

物
々
交
換
が
発
見
さ
れ
た
時
、
叱
っ
た
程
度
で
他
へ
交
替
さ
せ

た
り
、
男
女
関
係
や
恋
愛
感
情
な
ど
も
あ
り
、
誘
惑
な
ど
も
あ

る
わ
け
だ
が
、
そ
の
処
置
は
人
道
的
に
、
相
手
の
立
場
を
考
え

て
や
っ
た
つ
も
り
で
す
。

終
戦
直
後
、
抑
留
者
達
に
と
っ
て
は
、
こ
の
収
容
所
は
大
変

過
ご
し
良
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
作
業
し
た
り
、
楽
し
く
過
ご
せ

た
の
で
、
各
キ
ャ
ン
プ
の
長
が
、
こ
こ
か
ら
は
戦
犯
は
出
さ
ぬ

か
ら
心
配
し
な
い
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
先
程
、
小

林
少
佐
の
伝
言
は
こ
の
よ
う
な
、
収
容
者
代
表
の
決
定
に
よ
る

も
の
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

―
抑
留
所
警
備
隊
の
時
の
、
収
容
者
と
の
関
係
な
ど
を
も
う

少
し
詳
し
く
。

私
は
、
抑
留
所
警
備
で
、
是
は
是
、
非
は
非
と
し
な
が
ら
も

厳
し
く
取
り
締
ま
っ
て
い
た
の
で
、

絞
首
刑
だ
と
思
っ
た
の
で
、

助
か
っ
て
帰
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
私
は
運

が
良
か
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍
教
育
の
上
司
光
安
中
隊
長
は
「
酒
井
を
抑

留
所
警
備
に
や
ら
ね
ば
よ
か
っ
た
」

と
心
配
し
て
い
た
と
い
う
。

私
は
外
人
も
「
皆
、
仲
良
く
楽
し
く
や
ろ
う
」
と
い
っ
て
い

た
。
食
糧
も
乏
し
か
っ
た
が
、
タ
ピ
オ
カ
を
耕
作
さ
せ
、
一
本

と
い
え
ど
も
こ
ち
ら
で
は
取
ら
ず
彼
等
に
渡
し
た
。
何
と
か
足

り
る
よ
う
に
と
。

私
の
給
料
は
当
時
、
百
八
円
で
甘
い
物
や
バ
ナ
ナ
等
買
っ
て

皆
に
や
っ
た
し
、
子
供
も
可
愛
が
っ
て
や
っ
た
の
で
慕
わ
れ
て

い
た
。
抑
留
者
と
は
随
分
親
し
く
し
て
い
た
の
で
、
私
の
歯
が

割
れ
た
時
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ド
ク
ト
ル
フ
ー
ス
が
全
身
麻
酔
を
か

け
抜
い
て
く
れ
た
。
今
で
も
、
多
く
の
人
の
名
が
判
っ
て
い
た

ら
旧
交
を
温
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
、
人
間
的
な
接
触
に
好
感
を
持
た
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
私
は
悪
い
者
は
厳
し
く
罰
し
た
が
、
そ
れ
は
仕
方
な

い
と
納
得
し
て
く
れ
て
い
た
。
小
さ
い
子
供
が
、「
オ
ラ
ン
ダ

が
い
い
」
と
い
っ
て
い
た
が
、
私
も
「
お
ゝ
い
い
」
と
い
っ
て

や
っ
た
の
で
反
抗
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

北
ス
マ
ト
ラ
は
知
ら
ぬ
が
、
中
ス
マ
ト
ラ
で
は
戦
犯
は
無
か

っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
第
二
十
五
軍
司
令
官
田
辺
盛
武
中
将
と
谷



萩
那
華
雄
参
謀
長
が
全
責
任
を
負
い
、
ス
マ
ト
ラ
か
ら
は
戦
犯

を
出
さ
ぬ
と
い
っ
て
刑
死
を
さ
れ
た
の
で
す
。
抑
留
所
へ
両
将

軍
も
時
々
立
ち
寄
ら
れ
、
将
軍
に
と
っ
て
は
子
供
の
よ
う
な
若

い
我
々
に
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
く
れ
た
こ

と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。
戦
犯
者
と
さ
れ
悲
惨
な
目
に
遭

っ
た
人
が
多
い
中
、
敵
性
人
と
親
し
く
出
来
た
想
い
出
、
そ
の

た
め
に
無
事
帰
還
出
来
た
こ
と
は
好
運
で
あ
る
。

今
度
は
、
我
々
が
抑
留
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、

リ
オ
防
衛
隊
は
ル
ブ
ア
ン
バ
チ
ャ
ン
に
キ
ャ
ン
プ
を
作
っ
た
。

そ
こ
で
各
々
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
て
生
活
を
し
た
。
食
糧
は
あ
り

（
貯
蔵
品
も
）
自
動
車
も
あ
っ
た
。

武
装
解
除
は
パ
カ
ン
バ
ル
か
ら
、
バ
ト
バ
バ
港
へ
出
て
沖
で

海
上
投
棄
し
た
。
武
器
全
部
、
小
銃
・
拳
銃
・
軍
刀
な
ど
も
で

す
。
渉
外
部
で
英
軍
の
検
閲
を
受
け
、
一
ヵ
月
程
清
掃
や
運
搬

の
使
役
を
し
て
い
た
が
、
私
は
第
二
十
五
軍
へ
兵
器
投
棄
等
の

報
告
を
し
に
い
っ
た
。

二
十
一
年
六
月
十
六
日
、
私
は
昭
南
港
を
リ
バ
テ
ー
に
乗
船

し
て
出
帆
し
た
が
、
第
三
次
の
第
一
回
だ
っ
た
。
先
に
出
発
し

た
者
は
マ
レ
ー
で
労
役
に
つ
い
て
い
た
の
で
、
我
々
よ
り
後
か

ら
帰
国
し
た
。
私
達
は
直
航
し
名
古
屋
へ
、
六
月
二
十
三
日
着

い
て
復
員
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。
そ
こ
に
も
運
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
国
籍
も
、
敵
も
味
方
も
同
じ
人
間
で
、
そ
の

人
間
同
志
の
理
解
が
一
番
大
切
だ
っ
た
こ
と
を
こ
の
戦
争
体
験

で
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。




